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マダガスカ/レ

見聞記

昭和39年3月末から6月はじめまでマダガスカル鉱

物資源開発調査団の1負として同国に滞在したので

同国の事情のあらましを紹介する

マダガスカル共和国は1960年にフランスから独立した

新興国の1つであるが日本にとっては縁のうすい未知

の国の1つである.現在同国との間には大使の交換も

なく(在目フランス大使在仏目本大使がそれぞれ兼務

している)貿易額も小さい.マダカスカノレに常駐する

日本人は商社関係3人漁業関係6人ほどで同国人で

日本を訪れた人も少数の由である.したがって国情も

あまり知られていないが今回の旅行の結果マダガス

カルが気候鳳土のよい平和で居心地のいい国であるう

えに日本に対して非常に親近感をいだいていることを

知り驚きまたうれしく思った次第である.

自然

地図で見られる通りマダガスカルはアフリカの南東

インド洋上にあって台湾を大きくしたような形をして

いる.対岸のモザンビｰクとは450kmをへだて島

の大きさは南北1,600km東西最大570km面積59万

km2(日本の1.7倍)で世界第4位である.

地形的にもやや台湾に似た所があり東岸の狭隆校海

岸平野中央山地西岸の広い平野に分けられるカミ中

央山地は標高1,200～1,500mの丘陵の波打つ高原地帯で

開けており首都タナナリブも島のほぼ中央の高原地帯

にある.

全島熱帯圏に入るため海岸地域の気温は高いが高原

安斎俊男

地帯では冬期工0｡以下に下ることもあり快適狂気候と

いえる.東海岸は多雨でとくに12月～3月の雨期に

はサイクロン(インド洋の台風)に見舞われる.中央

高原から島の南西端に向って雨量は少なくなりステッ

プサバンナのような草原地帯が多く島の南西端では

砂漠に近い所がある.したがって密林は東岸に近い

山腹にあるだけで地質踏査などは比較的容易である.

動物類も比較的少抵いように見うけられた.アフリ

カ大陸から連想される猛獣･毒蛇はここには全くいない.

ワニ以外には危険な動物はいないという.特産といわ

れる陸亀キツネ猿蝶類も動物園と標本屋でお目に掛

っただけである･ただカメレオンだけは道ばた讐ろ辮推

のろ歩いているのを数回見かけた.この国ではとζ陣

中の多いのが目についた.広い草原の中に数十頭かの

んびりと草をはみあるいはじっと坐っている光景はい

ろん祖意味でマダガスカルらしいということができよう.

経済大臣は独並の窓企で詩人でもある犬の親日家で1962年来目した

住民'''

マダカスカノレがアフリカとちがうのはその住民にもあ}

る.マダガスカル人はマレｰイ1■ドネシア系の東洋

人でいわゆるアフリカの黒人とはかなりちがっている.

アフリカ人との混血もかなりいるらしいが時にはマレ

ｰあたりの人と同じような顔の人間にも出会う.体格

はあまりりっぱでは粗い.彼等は米を常食としカソ

リック信者で性質は温和である.ことばはマダガス

カル語(文字はロｰマ字)とフランス語が通用するが

英語はさっぱり通じない.

現在人口は約600万でフランス人3万人インド人

首都タナナリブの東郊にある鉱山局庁舎�
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1万人中国人6,000人などが含まれる.フランス人

は政府顧門会社銀行ホテノレ等の経営者としてやは

り支配的位置を占めておりインド人中国人は商業に

地盤をしめている｡マダカスカノレ人の一般生活水準は

高いとはいえない･農家などは簡単組小屋で道具ら

Lいものもほとんどない.二それでも難民こじき

どろぼうのようなものはほとんどいないらしい.交通

巡査以外あまり警官の姿も見かけないし軍人の姿も少

在い･ほとんど事件らしいものカミないのかも知れない.

旅行者の生活

まずマダガスカルに入るには大体毎目航空便がパ

リｰタナナリブを1往復している.一このうちケニア

タンガニカに着陸するものは週各1便で他はカイロ又

はジブチに寄る.したがってマダガスカルから近いア

フリカ大陸との交通は便が悪くパリ直行はきわめて便

カ主いい･このこともマダガスカルとフランスとの関係

をよくあらわしている.国内旅行では鉄道の総延長カミ

800kmほどで便がわるいので長距離は航空機近距

離は自動車で旅行したが航空機の便は割合よくまた

道路はほとんど鋪装されていないカミ混雑しないのでス

ピｰドは出る.しかし一般の人々の長距離旅行は神々

大変だと思われる.

おもな都会にはフランス人経営のホテノレがあるので

上等とは言えなくても普通の旅行が出来た∵鉱山へ入

った時ほおもに鉱山長(フランス人)宅に宿泊させても

らいキャンプの必要はなかった.首都タナナリブに

はりっぱなホテルレストランがあり不自由は恋かっ

た.物価は輸入物カ茎多いのでやや高く感じられたが

土地で生産される食料は安いようである.

なによりも不便を感じたのは英語が通じ恋いことであ

ろう.フランス人の1都マダガスカル人のごく1部

の人は英語を話すカミそのほかはまず全然通じないとい

ってよく,7ランス語も閏舎では通じないことがあるよ

海敬1･300搬1円あ蕃夢ナナリヅ以蕨の多榊了で壷躍則こは大遜リ1こ

市が立ちにぎあう

うで1人歩きは神々むずかしい.それでいてどこ

へ行ってもなごやかに気持よく遇せたのはこの国の人

々が心から親切にしてくれた故であろうと感謝にたえな

い.

地質調査

マダガスカルはアフリカ内の旧フランス領のうちで

も最も地質調査の進んだ国の1つといわれている.恐

らく気候のよいことシヤングノレ沙漢などが少ない

こと猛獣毒蛇のいないことなどによるのであろう.

政府機関としては経済省の中に鉱山･エネルギｰ局カミ

ありその下に次の諸課がある.

鉱山課地質課水理地質課エネルギｰ課給水課

このうち地質課と水理地質課を合わせたものが地質調

査所に相当する.局は全員で45人ほどで局長は現地人

であるカミ各課長はフランス人である.このほかフラ

ンス地質鉱山研究公社(BRGM)の支所がありまた

フランス原子力委員会石油開発会社マダガスカル科

学研究所マダガスカル大学などにそれぞれ地質地球

物理の専門家カミいて全国で活動中のそれら専門家は約

50名うち現地人は5人である.

とくに地質課長のアンリ･ベゼｰリｰ氏はマダガスカ

ルに数10年間滞在し多くの研究報文を出しているパイ

オニアで非常な尊敬をあつめている.高齢でご病気中

でありお員にかかれなかったカミその代理をつとめるラ

ザフィニバラニｰ氏は現地人地質家第1号とのことで

片麻岩の専門家である.地質課の仕事は図幅調査

鉱床調査ですでにユ/｡o万は完成1/1o万が国土の半分

位完成してい争.鉱床調査は概査で引き続きBRG

M原子力委員会石油開発会社などカミ精査開発を行なう

システムである.また水理地質課では南西部乾燥地

帯で農業用水を確保することが最大の課題であるとのこ

とである.

､榊7ラ㌧子ム地質家は短`,下5年長い人は20年以上に

タナナリヅ州百品物は諌具糞籍旗類花･袋物など晶敷は豊

當である�
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わたって滞在し(年2ヵ月の休暇で

帰国する)み狂落ち着いて仕事をし

ている様子であった.

首都東郊にある鉱山局は非常に

環境のいい丘陵地にあり小さいな

がらりっぱな建物である.分析室

標本室図書室貴石研磨工養成所

なども付属しまわりにはりっぱ在

官舎が並んでいる.またBRGM

支所も隣接していて常に連絡をと

りながら仕事を進めている由である.

鉱業

マダカスカノレは農業国で米コ

ｰヒｰバナナ砂糖バニラ麻

中等が主生産物であり鉱産物は全

生産額の2%程度であるが全量輸

出に向けられるため全輸出額の7

%程度を占めている.おもなもの

は黒鉛雲母ウラン鉱で生産の80

%を占めモナズ石クロム鉱石

英ベリル等がこれに次いでいる.

これらの鉱山はフランス人が経営し

鉱山長あるいは技師もフランス人で

ある.

現在黒鉛･雲母は他国との競争

や人工鉱石の進出によって必ずしも

順調とはいえず会社の統合とか

非能率鉱山の休止とかカミ常に論ぜら

れている.われわれの一行も行

く先友の鉱山でr狂せ日本はもっと

たくさん鉱石を買ってくれないか｣

と責められてだいぶ閉口させられた.

マダガスカル島

ボｰキサイト
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(H.Be富airie1960)

ニオブタンタル

削i

手タン蛾

銅

ぺ:･トナイト

ざマ煕

くン

石シ鉛

跳

糎肝

油

石皿

箏

ベリル

コルンバイト

石蝋

鉄

ベリル･ヨルンバイト

＼

ポｰサ

イト

重晶石･金･船

⑭

�

吐

船

＼イル'ナイト

モナザイト

1呪ラ1]=f'{イド

`よウラノトリアナイト

ん

石フ回ゴパイト

調査団の滴った赤テルコ冷べ■ル

古風だが格式の高いホテル

凡例

画金鉱

♂阻娘蝕

d.粥勉佃映肱

1ク｡ム撒;脈

含鋼盃英脈qクロム娘並

㌔マンガ池

､ぺ1｣ル

q=Iルンパィ}一パイ回クロア

Ni二･'ケル舷四ボｰキサイト

2蜴魅

吉船肱

年蜴后

日イル'ナイト

国ルチル

■イル'ナイト砂

イル'ナイ}フルrンモナサイト砂

･b'{ヌトネ抑イトエペフア十rイド

δウラ:･鉱苗ウラノトリ7ナイト

q碓帳サ珊請葉

含父石:ベリルトルマリン

臭皿晶石皿品石脈

φざくろ拓

\酷品石

∬拓綿

ク11加ゴパイト

ム/酬船

鉄11男オ1〃工亜膿

蝕11ペンけイ岬渥背

Y拓青偉混荷頁培

手一仙川15閉1蝸棚石炭

､､公コランダム.Lジルコン

鮒邊

鉄

ニヲケル

耶船

亜淡

ニッケル

更欄世:砂粒･堀肱サンゴ

艇紀:鵬ナ其蝋繧裏芸ララ:1"

始新世:ペシドナイト

峨糊1釜宿皿樽回クロア

Li唖1眉膏

店酊mP:淵滑石脱

帥峠3πoo不蛙合川

塒代“㎝万年〕

4閲ベグ}タイト■一.i`一■.■一一`一■一■..･■一･一■一･･

5則グラニティ{■シ≡一シ

日75グラニテ'ゼｰションシ牛ルノ'カイト･･`一一一一一一

1125^品■lo“㎜･'mho冊･深成婚

慶嚢酬金柵

窪嚢棚

1日90^{i^皿帥3添成増'一･一一一･

214血金鉱

2柵｡大通山温動

⑤

1…ヨ鰹を,｡､川

中

1急搦験㍊1葦

鰯鱗1;川11

米つき住剛ま米褒でいたるところでこ

んな風景がみられる

�

半

椀

紀

牧

ミ

セ�



一50一

未開発の鉱石としては石炭鉄ニッケルボｰキ

サイトなどの存在が知られておりカオリン珪砂長

石なども多い.また石油天然ガスは探査中とのこと

である.

主要鉱産物産額

(1962単位トン100万マダガスカル･フラン≡150万円)

鉱種�生産量�価格(F.0.B.)

黒鉛�16.859�421.89

雲母�887.6�341.79

ウラノトリアナイト(精鉱)�544.1�389

モナズ石�578.O�37.12

工業用ベリル�595.1�52.62

コルンボ･タンタライト�5.1�4.72

クロム鉱�18,OOO�60.30

ザクロ石�127.7�8.52

石英�25.1�42.20

��計約1,360

マダカスカノレの鉱業は国内に鉱石を消化する工業カミ存

在しないこと(セメント工場が1カ所少量の月目料用石

灰及びドロマイト消費貴石類の加工少量の建築用ブ

ロック製造程度である)および主要工業国から遠いこ

となどの点から販路を海外に求めるほか征く他国との

輸出競争に優位に立つにはとくに大規模または高品位鉱

でないかぎり恋がたか開発がむずかしい状態にある.

鉱業の振興については政府機関BRGM民間合杜

すべてきわめて熱心に対策を講じつつある様子であるが

以上のような理由からさして妙薬はなv･よう注口ぶりで

あった.われわれとしてはそれについて工業原料鉱

物の開発とそれを利用する工業の開発を提案した.

つまりマダガスカルの地質の関係から粘土類珪砂

長石のようなものカミかなり豊富である.これらを利引

して小さくてもいv･から窯業製品荏どをつくって輸入を

少しでも少なくできるようぽしたらどうかということで

ある.経済大臣もそれには同感で日本の技術を導入

レてそのよう扱方筒に進みたいというよう瓶ことをいっ

下おられた.なお現在稼行中の雲母黒鉛ウラン1

鉱などの鉱山そのものはいずれもか粧り近代的祖設備

をもっているし労働者の能率も決して悪くはない.

したカミってそれらについては改善の余地は少削'ように

思われた.

農家(東部海岸地方)家ら中はガランドウで球呉なξは

ほどノ)どない

地質

マダガスカルは島の東部3/･以上をプレカンブリアンの

岩石が占め西岸沿いに帯状にポストカンブリアンの堆

積岩がこれを被っている.また東海岸にも細長く堆積

岩層がある.基盤の岩類は次のように分けられている.

ペグマタイト

花開岩

花開岩およびシャルノッカイト

アムバドフィナンドラナ深成岩コンプレックス

珪岩シリｰズ

大理石シリｰズ

てい^一一･へ…一へ^^(^～不整合

ボヒポリｰシステム

グラフアイトシステム

アンドロｰエンシステム

����

�慰��

噯��特

系は島の南部に分布し片麻岩レプチ

ナイトパイロキシナイトなどから拒る.

このパイロキシナイト中に雲母とウラノ

トリアナイトの鉱床がある.

系は島の中央部に広い分布を示し片麻

岩レプチナイト雲母片岩ミグマタ

イトなどでその名のように黒鉛を含む

片麻岩等が多く見られその1部は鉱床

を形成する.

系は片麻岩レプチナイト雲母片岩

アンブィボライトからなり塩基性貫入

岩を多く伴いニッケルクロムの鉱床

カミ形成されている.また合金石英脈や

鉱1⊥1住宅ずいぷんせまいようだが5～6人住んでいる�
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Vohibory系を不整合におおって大理石統珪岩

統と呼ばれる地層があるがこの中に

は重要な鉱床は発見されていなv･.

以上を貫いて花筒岩ペグマタイトがあり石英

(水晶)ベリルザクロ石コノレンボタンタライトな

どの鉱物類が産出する.

基盤をおおって二畳紀以降の地層が帯状に西岸に分

布する西に向って新しい地層となる.最下層は二

畳紀からジュラ紀までの主として陸成のKarroo層群

と呼ばれるもので

イシヤ1コグルｰプ

サガメナグルｰプ

サコアグルｰプ

にわけられている.Sakoa層中には数千万トン以上

の炭量を有するSakOa炭田が確認されている.

またISaIO層中には歴青質砂岩が発見されている.

島の北部でIsa1o層とVohibory系の境に重晶石

石英の大きな脈カミあり少量ながら鉛鉱カ附随してい

る.Karroo層灘の上にジュラ紀から第三紀中新

世にいたる主として海成の地層がありこの中ではジ

ュラ紀と古第三紀層中に石灰岩があり後者は現在セ

メント用にマジュンガ市近郊で採掘されている.さ

らに所々に新第三紀荏いし現世の堆積層があるがこ

れらのうち珪砂渥青質頁岩モナザイトサンド

イノレメナイトサンドカオリンが注目されモナザイ

トは稼行中である.また白亜紀から現世に至る火

山岩類が各所にあるが資源的に重要なものはないよう

である.

黒鉛

主産鉱物である黒鉛の鉱山は3～4カ所調査したが

いずれも中央東岸に近い所にある.だいたい高温湿

地帯なので密林またはスワンプに囲まれた丘陵地であ

マダガスカル島地質図曝

曲繍

1籔螢理肚堀

騒簸園断乖三記読四釦の約11

囲囲棚世鰍屈
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冒111繊祓魑11繍
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黒鉛の露天掘り

黒鉛夢)露天掘り

はるか谷間に選鉱場がみえる鉱床規模はきわめて大きい�
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るが地形は急峻ではない.5～10%の鱗状黒鉛を含む

含黒鉛片麻岩はほぼ南北方向に走り規模は幅数100m

延長数kmといったものであるが採掘対象に狂るのは

地表下10～30mのラテライト化した軟質部分でしかも

じゆうぶんな水のある所に限られるので1鉱山におけ

る鉱量は限りがある.採掘はブルドｰザによりかき

あつめられた鉱石はポンプ㌻ツブされた水により溝を

通して1次浮遊選鉱場に押し流される.普通このよう

な切羽カミ2～3カ所あり1次浮選で60～65%に上げら

れた精鉱は2次選鉱場にあっめられ80～85%の精鉱と

なって出荷される.浮選のやり方は飛騨あたりのもの

と変ら狂いようである.普通の鉱山では鉱山長と技師

長ぐらいがフランス人で3～4名の現地人技師がおり

数10人の鉱員を使っている.鉱山長は山奥の1軒屋な

がら家族連れでフランス風の生活を維持している.

いずれも数年10数年もこのような生活をつづけている

という.

雲母

雲母の産地は南部で南東端の港フォｰト･ドｰファ

ンの北酉200～300kmの付近にV･くつかの鉱山がある.

乾燥地帯で草原またはわずかの林が散在するだけで

人口密度も非常にひくい.

雲母の鉱床はAndroyen系の片麻岩中にあるパイロ

キシナイト中に存在する.パイロキシナイトは片麻岩

の片理に沿って層状レンズ状をなしているが時に枝

分れして片麻岩を切ることがあり雲母鉱床が存在する

場合パイロキシナイトの両盤はシャルノッカイトである

ことが多いという.雲母には方解石ディオプサイ

ドアパタイト石鷲スピネノレ黄鉄鉱磁硫鉄鉱な

ど種皮の鉱物が共生する.雲母は一見黒色のプロゴ

バイトで結晶は数｡mから1～2m位のものまであるが

直径10cmくらい以上のものを採取する.

採掘は鋼押し坑で行ない鉱石は立坑で搬出される.

現在1番深いもので地表下200mまで採掘している鉱!山

ウラノトリアナイト鉱床の露天掘夢

がある.とり出された雲母は女子工員の手で選別され

るがまず2mm位の厚さにはぎ一般には10c㎜×

7cm位の大きさに包丁でカットされる.そのままで平

滑なものはマｰチャントブロックと呼ばれる高級品と

してそのまま出荷される.波またはしわのあるものは

薄くはいで(スプリットする)ブックフォｰムまたは

スプリッティングと呼ばれるものになる.多数の女子

工員が手足をうまくつかって.カットしたりスプリッ

トしたりする光景は伸々壮観である.

マダガスカルのプロゴバイトは耐熱性は良好である

が電気的性質赫劣るためインド産のルビｰ級のマス

コバイトやそれに伴って安価に供給される雲母との競争

に押され気味で多量のストックをかかえて苦労してい

る様子であった.しかし鉱床そのものはかなり大きい

し探査も進んでいて増産も可能であるといわれる.

ウラニウム

雲母の産地の東方にウラノトリアナイトの産地がある.

ウラン鉱は1953年この地方をユO数年も1人で探鉱し

てv'た仏人のイボン氏が発見しフランス原子力委員会

(CEA)によって開発されたものである.

CEAは自ら採掘もしまた私企業からの買上げも行

拒っている.鉱床は雲母の場合と同じくAndrOyen

系中のパイロキシナイトを含む片麻岩の中に存在しプ

ロゴバイトと共存する鉱床もある.われわれはCEA

直営の鉱山を視察したカミ3ヵ所の大きな露天切羽を持

ち最大のものは100mx100m×50m位の水平に近い合

ウランパイ回キシナイト岩体であった.鉱石はウラ

ノトリアナイトで普通肉眼では識別でき榊･､また精

鉱でU308>12%のものが鉱石で現在産出中のものは約

20%といわれている.鉱石(粗鉱品位ウラノトリアナ

イトとしてO.2～O.4%)はジグウイルフレｰテｰプ

ノレ磁選機によって選鉱され小型のドラムカンにつめら

れてフランスに送られている｡直営鉱山は現在フラ1/

轟

簡選鉱揚フランス原子力委員会直営ジッガｰスパイラルコンセントレ

ｰタｰ→テｰブルH磁選器の組み合わせである�
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ス人18人現地人350人の人員がおり全く人のいない

山中にちょっとした鉱山町カミできたかたちである･小

型機のための飛行場も設けられている･

眉灰項

石灰石は基盤の片麻岩中にも見られるカミ結晶質で

利用されていない.西岸マジュンガ市にあるこの国唯

一のセメント工場の原石は海岸に広く分布する古第三

紀の軟質石灰岩である.ここでは厚さ約10mの泥灰

岩とその上位の約15mの石灰岩がほぼ水平層を恋して

いてこの両者をほぼ等量混ぜるとセメント原料として

適当な成分のものが得られとくに粘土を加える必要が

ない.採掘はパワｰショベノレで火薬はほとん･ど不必

要である.このセメント工場は小型で年産5万トン

程度のものでありマダガスカルの需要の半分もみたし

ていないのでフランスケニア等からセメントを輸入

している.また国産セメントも石炭は南ア石膏

はフランス袋はケニアから輸入するといった有様で

輸入晶よりも高値だといわれている.

また未開発ではあるが北部アンピロベ付近のジュ

ラ紀の石灰岩は純度が高くかつ大きな埋蔵量をもってい

る.ただこの石灰岩は塔状カノレストと呼ばれる針の山

灘

のような地形を形成し日本にあれば当然天然記念物と

して採掘禁止に抵りそうなものである.この国では訪

ずれる人もなくそのようなもののあることも地質関

係者以外は知ら恋いらしい.

ラナ多イド質沸二註の二1二で炎帝搬鴬

霧餓浮)棚工丞揚

謹

バウバ樹この奇妙な形の木は南部の草原地帯に多い

その他

以上のほかクロム鉱モナザイトなどの産出もある

が特徴のあるものはペグマタイトの貴石類である.

多くのペグマタイトでアクアマリン紫水晶黄水晶

ザクロ石トノレマリン柱どの透明な結晶が産出するので

お土産品として加工されている.鉱山局にも貴石研磨

工養成所があって国連派遣のオランダ人が指導にあた

っている.

以上マダガスカルの簡単な紹介とおもな鉱産物につ

いて述べたが鉄鋼鉛亜鉛ボｰキサイト等の重

要鉱産物の資源に見るべきものが低かったのは残念であ

る.したがって先に述べたように珪砂カオリン

のような工業原料をさらにくわしく調査して利用の道を

はかるのが目下の課題でありその面で日本の技術が

役立では幸いである.この国の人々はr同じ東洋人の

兄貴分｣として日本人を暖かく迎えてくれることと思う.

(筆者は地質相談所)

轟

幾孫の鰍麟この鰯の滋襲汰みやげ紙

ロｰソク樹バウバ樹と共に南都に多い幹に直接小さな葉が密生している�


